
大塚商会の販売最前線からお届けするセールスノウハウマガジン  2013
vol.

66

Presented by

パートナー様の
ITビジネスを飛躍の年へ

2013年のITビジネス市場予測
【巻頭特集】

●New Year Opinion
株式会社大塚商会 
代表取締役社長

大塚 裕司
パートナー様に大きな 
チャンスが到来 
皆様と共に発展できる 
関係を目指します

●CAD情報
ビジネス拡大のキーワードは「スマートアプローチ」
さらに販売力を強化しパートナー様を支援いたします

●SaaSビジネス最前線 BP PLATINUM Type-S
オンラインファイル共有サービス

『BAZA CLOUD』

●Navi Value
新春特別企画　サービス＆サポートガイド 
2013年の一押しサービスはこれだ！ 

ITベンダーのキーパーソンに聞く
2013年 企業のIT化を再提案  
新たな価値の創造に挑む
大塚商会グループ会社年頭メッセージ
業務効率を高め、 
生産性を向上させる
ITソリューションの提供により、
パートナー様のビジネスを 
支援します



6

New Year Opinion

大塚商会の豊富な商材とサービス
ソリューションをご活用ください

　国内の経済情勢は、予断を許さない状況のなか、ます

ます格差が広がると予想されています。新しい政府は、

円安政策へと大きく舵を切りました。今後、電力コストの

問題はさらに深刻化し、節電対策や省エネ対策が大き

なテーマとなりそうです。また、Windows XPのサポート

切れの期限は、約1年後に迫っています。それに加えて、

IPv4アドレスの枯渇によるIPv6への切り替えも急務で

す。XPからのリプレースとIPv6化、さらには消費税の増

税対応など、やるべき問題は山積みとなり、2000年問題

のときと同じ状況が想定されています。これらが一気に動

き出すと、パートナーの皆様の大きなビジネスチャンスとな

ります。

　大塚商会は、コピー機販売中心の時代から、ハード、

ソフト、SI、サービス＆サポートの拡充、さらに文具や生

活用品、そしてオフィスサプライなどに商材の幅を拡大し

てまいりました。パートナー様は、大塚商会の豊富な製品

はもちろん、多彩なサービスやソリューションを自社の商

材としてご案内いただけます。さらに、製品販売の在庫リ

スクやサポート対応は、弊社におまかせください。物販だ

けでなく、高度な知識を必要とする複雑な最新ソリュー

株式会社大塚商会
代表取締役社長

大塚 裕司 

パートナー様に大きなチャンスが到来
皆様と共に発展できる関係を目指します

New Year Opinion 2013
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ションのご案内であれば、専門スタッフが同行し、パート

ナー様の営業活動をサポートいたします。

　「良いものを速く、より安く」提供するだけでなく、独自

のサービス＆サポートをアドオンすることで、他のディストリ

ビューターとは違う部分でパートナー様と信頼関係を築

ければと思います。また、スケールメリットを生かすことで、

パートナー様の利益確保のお手伝いも可能です。2013

年、大きなチャンスを逃さないためにも大塚商会をご活用

いただき、パートナー様のビジネスにお役立てください。

ビジネスの幅を広げる
付加価値サービスをプラス

　震災以降、BCP対策のソリューションや節電対策が注

目を集めています。最新の省電力PCやサーバの入れ替

えの際には、LED照明やオフィスサプライ、そしてサービ

ス＆サポートをお勧めください。機器の単体販売に付加

価値サービスをプラスすることで、パートナー様のビジネ

スの幅は広がります。

　これまで大塚商会は、製品カテゴリごとに担当営業が

お客様のもとへお伺いする分業型の体制でしたが、一

昨年より、複数の分野の商材を一括して提案する体制

を推進しています。営業窓口の一元化により、すべての

ご要望にお応えできれば利便性は向上します。その際

の営業ツールとして、弊社の営業職2,500名に配布した

iPadは、営業活動の効率化と知識の平準化に効果があ

りました。昨年は、このトータルソリューションによる営業

活動が実を結び、何年かぶりに公表予算を上方修正で

きました。

　この最新ノウハウをご活用いただくことで、パートナー

様のビジネスボリュームの拡大に貢献いたします。今後

も、さらに商材をクロスオーバーさせながら、パートナー

様がご利用しやすい環境を提供いたします。

気軽に相談してもらえる
関係づくりを目指して

　2013年のBP事業部は、パートナー様がより相談しや

すい環境を提供できるように努力したいと考えています。

「街の電気屋さん」のような親しみやすさを心がけ、オ

フィスの困りごとがあれば、まず、お声をかけていただき、

気軽に相談してもらえる関係づくりを大切にしたい。そし

て、ご相談をいただいたからには、「相談して良かった」

と思ってもらえる製品やサービス、ソリューションを提供い

たします。その関係を実現するのが、大塚商会が取り扱

える商材の幅広さであり、私たち独自のサービス＆サポー

トです。引き続き、業務を効率化し、生産性を向上させ

る商材やサービス、ソリューションを拡充してまいります。

そして、作業効率が高まれば、経費の低減につながるこ

とを皆様にお伝えいたします。

　今後もお客様と共に、お客様の目線で、巳年にふさわ

しく、ビジネスを拡大する一年にするべく、BP事業部はよ

り精一杯努力いたしますので、今年もより一層のご愛顧

を賜りますようにお願い申し上げます。
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New Year Opinion

株式会社大塚商会
取締役 兼 常務執行役員
ビジネスパートナー事業部長

塩川 公男 

2013年、パートナー様の
声に耳を傾け、エンドユーザ様の
ご要望にお応えする
サービス＆サポートをご活用ください

ITの力で生産性を高め 
経費を削減するお手伝い

　昨年を振り返りますと、国内の景気は穏やかな回復傾
向にあるものの、不安定な国内政治や中国・韓国との緊
張関係、欧州の財政問題などの影響により、先行きは不
透明と、難しい1年になりました。長く続く円高に苦しむ各
メーカー様とお話ししても、暗中模索のようです。景気の
先行きを見定められないため、IT関連投資の動きは鈍く、
投資マインドは冷えています。
　昨年は、操作方法に大きな変化を遂げたWindows 8が
リリースされ、2014年にサポートが終了するWindows XP

からのリプレース需要が期待されています。ビジネス市場
への導入動向としては、まずはWindows 7へのリプレー
ス。そして、モバイル用途に向けたWindows 8の試験導
入が進むと予想しています。また、Windows 8を搭載した
スレートPCやウルトラブックといった魅力ある新しい製品の
登場も明るい話題です。
　新しいWindowsの登場、さらには普及の進むiPadな
ど、混在するクライアント環境の管理、Windows Server 

2012への移行は、簡単ではありません。このような背景の
なかY2K以来、システムを再構築する大型案件の動きは
まだありません。そして中堅・中小企業の皆様には、ITの
力で生産性を高め、経費を削減する余地がまだまだ存在
しています。この大きなビジネスチャンスを逃さないために
も、準備を進めておく必要があります。

弊社ならではのサービス充実し 
パートナー様にプラスアルファを

　ビジネスパートナー事業部では、パートナー様が自社の
ソリューションと組み合わせて、エンドユーザ様にご提案

できるサービス＆サポートに力を入れて参りました。
　その中でも2010年に開設した「PSC（パートナーサービ
スセンター）」は、パートナー様のPC修理専用窓口として、
ご好評をいただいております。メーカー保証や技術者によ
るオンサイトサポートでは、サービスを受けるまでに、煩雑
な手続きが必要です。PSCでは、弊社から販売したPC

に関して、電話1本で回収から修理、返却をワンストップ
で行っています。実際に利用されたパートナー様からは、
「マルチベンダーに対応し、短納期で助かる」「実際に
利用してみて便利さを実感した」「修理サービスのおか
げで売上げが伸びた」とご好評いただいております。
　また、サプライビジネスを始めたいとお考えのパート
ナー様のご要望に応えられるのも大塚商会ならではで
す。『たのめーる』の仕組みを利用した『TPS-SHOP』
は、オフィスで必要なサプライをすべてご提案いただけ
る豊富な商材が魅力です。パートナー様が販売されたコ
ピー機やプリンタのトナーや用紙はもちろん、飲料水から
LED照明までご提供いただけます。
　これらに加え、弊社のインフラをそのまま活用していただ
けるWeb回線サービス『アルファメール』やSaaS販売プラッ
トフォームの『BP PLATINUM Type-S』などをパートナー
様本来のビジネスにプラスしてご提案することにより、バ
リューが増して、ビジネスを拡大するチャンスが生まれます。
　これらを基盤として、パートナー様を支援するサービス
&サポートの体制が充実しています。弊社とお取引いた
だく大きなメリットを存分にご活用いただき、他社とは違う
部分で協力できればと思っております。
　2013年もパートナー様の声に耳を傾け、エンドユーザ
様のご要望にお応えできるよう、新しい試みや施策をご
提案して参ります。旧年同様、本年も大塚商会ビジネス
パートナー事業部をどうかよろしくお願いいたします。



巻頭
特集 パートナー様の

ITビジネスを
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東日本大震災を機に高まった事業継続／災害復旧（BC/DR）の対策にも
ひとまずのめどが立ち、2012年は競争力の強化に向けた
企業の取り組みが再び盛んになった。
2013年初頭、長く続いたデフレからの脱却を命題とする
新政権の動向が注目されている。
そこで本特集では、2012年の ITビジネスを振り返り、
投資効果があったと感じられるソリューションに注目する。
パートナー様の ITビジネスを飛躍させる
きっかけとなれば幸いである。
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大きな効果があったのは
「業務プロセスの効率化」

　日本情報システム・ユーザー協会の
調べによれば、企業がITへの投資で解
決したいと考えている中期経営課題の
トップ3は、「迅速な業績把握」「迅速な
情報把握（リアルタイム経営）」「業務プ
ロセスの効率化」のそれぞれ。これらに
続くのが、「基幹業務システムのクラウド
化」「基幹業務システムのSaaSへの移
行」「ネットワークの最適化」などの具体
的なテーマだ。
　70～90%の企業が「効果があった」
とするのは、業務プロセスの効率化だ。
　例えば、コンピュータをより高性能の
ものに買い替えることによる待ち時間の
カット。サーバの処理速度が上がれば
ある業務画面から別の業務画面に移
る際の時間も短くなるし、夜間バッチの

処理時間を短縮できれば残業代もそれ
だけ減ることになる。
　また、従業員がデスクで使用する
PCを最新モデルに入れ替えると業務
プロセスの効率が高まる。最新のP C

は起動が速くなっているので無駄な
待ち時間を減らせるし、Windows 8と
Windows Server 2012を組み合わせ
ればファイル共有に要する時間もグンと
短くなるからだ。
　さらに、社外で使うためのノートPCや
タブレット端末を導入することにより、業
務に戻るまでの時間を大幅に短縮でき
る。移動中の電車・新幹線や宿泊先の
ホテルでもオフィスにいるときと同じよう
に仕事ができるので、“ロスタイム”はほ
ぼゼロ。同じやり方で従業員の自宅か
ら業務システムを使えるようにしておけ
ば、大規模災害やパンデミック（新型イ
ンフルエンザなどの大流行）に備えるた

めの事業継続対策としても活用できる。

時間も費用も節約できる
Web会議システムが人気

　移動時間と旅費・宿泊費の両方を削
減できるIT投資対象として、Web会議
システムも人気を集めている。従来の
テレビ会議システムは大型の専用機器
と高速の専用回線を必要とするため、
それが設置された会議室にメンバーが
集まって利用する形態しかとれなかっ
た。これに対して、現在のWeb会議シ
ステムはネットワークに接続された個人
のPCを使う仕組みになっていて、気軽
に使えることがポイント。クラウドサービス
として提供されるものを選べば高価な
サーバも不要だ。
　次のページからは、2013年の注目
キーワードから市場の動きを予測し、効
果的な提案を模索したい。　

機器の高性能化や新たなサービスの登場

これまでのIT投資で効果の感じられるのは？

33

■  企業IT動向調査2012年（11年度調査）

社団法人日本情報システム・ユーザー協会（JUAS）の調査結果。サーバ仮想化は実施済みとした企業
が多かった。試験導入中・導入準備中の上位はタブレット端末とスマートフォン

新規テクノロジーの導入状況（全般）

パブリック･クラウド（IaaS）
パブリック･クラウド（PaaS）

企業内クラウド（プライベート･クラウド）
仮想化（サーバ）

仮想化（ストレージ）
仮想化（クライアント）
インメモリ･データベース
グリーン･テクノロジー

オープンソースソフトウェア（OSS）･OS
OSS･ミドルウェア

エンタープライズアーキテクチャー（EA）
サービス志向アーキテクチャー（SOA）
パブリック･クラウド（SaaS）･メール

パブリック･クラウド（SaaS）･SFA、CRM
パブリック･クラウド（SaaS）･その他

マイクロブロギング
ソーシャルネットワークサービス（SNS）

Web会議
ビジネスインテリジェンス（BI）
OSS･業務用アプリケーション

OSS･Office系アプリケーション
スマートフォン
タブレット端末

■ 導入済み　　■ 試験導入中・導入準備中　　■ 検討中　　■ 検討後見送り　　■ 未検討
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3.7 2.6 10.5 3.1 80.2
5.5 1.6 13.9 2.5 76.5

34.4 3.0 10.4 4.2 47.9
33.5 3.4 8.2 3.4 51.5

6.6 2.4 13.8 4.9 72.3
5.3 2.3 15.9 4.9 71.6

20.0 4.2 25.4 10.0 40.4
8.7 3.4 21.2 9.8 56.9
10.9 2.3 21.7 6.0 59.1

5.5 3.0 12.0 4.7 74.8
7.5 3.6 15.7 5.4 67.8

36.0 7.4 16.3 9.9 30.5
30.9 6.3 20.5 4.2 38.2

2.7 18.1 5.0 61.712.5
8.2 3.5 20.2 10.1 57.9

19.0 16.1 29.7 4.7 30.5
13.8 19.9 32.2 4.4 29.8

2.4 25.1 7.8 56.4



ソフトでは可視化や分析のための
BIやDWH、ハードでは省電力

　2012年において“重要”とされたIT投
資対象の多くは、今後数年はリストの上
位を保持し続けることになる。その結果、
業務プロセスの効率化にある程度の道
筋がついた企業を中心に、「迅速な業績
把握」と「迅速な情報把握（リアルタイム
経営）」に向けたIT投資が増える可能性
がある。具体的なソリューションには、ビジ
ネスインテリジェンス（BI）、データウェアハ
ウス（DWH）、ビッグデータ解析など。い
ずれも大量のデータを扱う処理なので、
パブリッククラウドサービスやASP型サー
ビスの比率が高まるに違いない。
　クラウドサービスについては、データ
ベースの置き場を提供するストレージク
ラウドサービスにも注目したい。データは
アプリケーションよりもクラウドサービスに
移行するのがたやすく、事業継続性を
高めるための対策としても有効性が高
いからだ。

　コンピュータ本体に関するメインの
キーワードは、2013年も「省電力」。温
室効果ガスの排出量を削減したり電気
代を節約したりできるという利点もさる
ことながら、消費電力や発熱量が大き
なサーバは外部データセンタに預かっ
てもらうのが難しいという切実な問題
があるからだ。高性能・超低消費電力
型のサーバ用プロセッサーIntel Atom 

S1200が昨年末に発表されていること
から、この傾向は少なくともあと数年は続
くと思われる。

BYODが脱PC化を加速、
WindowsとOfficeの更新も

　従業員向けデバイスの領域では、
「脱PC化」がさらに進行する。タブレッ
ト端末やスマートフォンの性能がますま
す向上していることに加えて、PCの側
でもWindows 8がタブレット端末の操
作スタイルを全面採用したことが脱PC

化のおもな促進要因。Ultrabookにタブ
レット端末切り替え型が多いのも同じ理

由からだ。脱PC化を促すもう一つの要
因として、BYOD（私物デバイス持ち込
み）、BYOA（私物アプリケーション持ち
込み）、BYOS（個人で契約したサービ
スを社内で使用）などの新しい動きがあ
る。自分にとって使いやすいデバイス、
アプリケーション、サービスのほうを選ぶ
人々にとっては、それがPCであるかどう
かよりも、作業を快適に進められるかど
うかのほうが重要なのだ。実際、Web

ベースの業務アプリケーションや仮想デ
スクトップ基盤（VDI）上のデスクトップア
プリケーションであれば、PCでもタブレッ
ト型端末でも同程度の操作感は得られ
ると考えてよい。
　ソフトウェア領域のキーワードとして
は、まず「Windows Server 2012/

Windows 8」が挙げられる。2013年の
うちにアップグレードする予定がないとし
ても、技術情報を収集し、将来に向け
た検討は進めておく必要はあるだろう。
新しいOffice（Office 2013）やOffice 

365への対応も要検討テーマだ。

BI、DWH、省電力、BYODなど

注目を集めたキーワードから2012年を振り返る
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■  2012年のおもな出来事 政治・外交・経済・社会
2012. 3 国内初の格安航空会社「ピーチ」が運航開始
2012. 4 新東名高速の御殿場・三ヶ日間が営業開始
2012. 5 国内の全原子力発電所が営業運転を停止
2012. 5 金環日食
2012. 5 東京スカイツリーが開業
2012. 6 違法ダウンロードを処罰する著作権法改正案が成立
2012. 6 RIO+20開幕
2012. 8 消費税法改正案が成立
2012. 8 韓国大統領が竹島を訪問
2012. 8 あべのハルカスが日本一高いビルに
2012. 8 ロシアがWTOに加盟
2012. 9 尖閣諸島を国有化
2012. 10 JR東京駅丸の内駅舎がオープン
2012. 10 ノーベル医学生理学賞に山中伸弥教授
2012. 11 米大統領にオバマ氏が再選される
2012. 11 中国共産党総書記に習近平氏が就任
2012. 11 COP18開幕
2012. 12 衆議院議員選挙・東京都知事選挙

IT関連
2012. 3 新しいiPad（第3世代）が登場
2012. 3 イーモバイルがEMOBILE LTEサービスを開始
2012. 4 Microsoft SQL Server 2012が登場
2012. 6 Ultrabookが登場
2012. 6 World IPv6 Launch開催
2012. 7 Mac OS X Mountain Lionが登場
2012. 9 Windows Server 2012が登場
2012. 9 iPhone 5が登場
2012. 9 au by KDDIが4G LTEサービスを開始
2012. 9 ソフトバンクモバイルがSoftBank 4G LTEサービスを開始
2012. 10 Windows 8が登場
2012. 11 Xeon Phiコプロセッサが登場
2012. 11 Itaniumプロセッサ9500製品ファミリが登場
2012. 11 iPad miniと新しいiPad（第4世代）が登場
2012. 12 新しいOffice（“Microsoft Office 2013”）の企業向け
  ボリュームライセンスが登場
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データ分析ソリューション

　まず、多くの企業が検討中あるいは
部分的に着手中としている領域にデー
タ分析ソリューションがある。「迅速な
業績把握」と「迅速な情報把握（リアル
タイム経営）」を目的とした、ビジネスイ
ンテリジェンス（BI）、データウェアハウ
ス（DWH）、ビッグデータ解析などのソ
リューションだ。BIは基幹系業務アプリ
ケーションのデータベースを直接に分
析、DWHはそこから抽出・加工した別
データベースに対する多次元解析、とい
う違いはあるものの、両ソリューションの
担当分野には重なるところも多い。
　かつては一部の大企業でしか活用で
きないとされていたビッグデータ解析も、
より広範な企業で利用されつつある。そ

もそも、ビッグデータの条件とされる“3V”
とは、ボリューム（大きな容量／大量の
件数）、バラエティ（多様なデータ形式）、
ベロシティ（高い発生頻度／急激な増
加）のそれぞれ。件数がそれほど多くな
くても従来のBIやDWHではうまく分析
や解析ができないようなデータに試して
みる価値はある。
　提案にあたっては、分析の結果を経
営や実務に反映するための道筋を示
すことがポイント。専任のデータ分析担
当者を置くことができない企業には分か
りやすい可視化ツールとの組み合わせ
や業績管理ツール（BPM/CPM/EPMな
ど）との連携も勧めるべきだろう。

クラウド構築／
活用ソリューション

　2013年においても、クラウドコンピュー

ティングはITビジネスがもっとも盛んに行
われる活動領域となる。先行している企
業でもクラウド化されているのはシステム
全体から見ればごく一部であり、適用範
囲はまだまだ広がるからだ。
　とは言うものの、クラウドコンピューティ
ングにはさまざまな形態がある。
　もっとも分かりやすいのは、「所有から
利用へ」というコンセプトにはこだわらず、
「コンピュータリソースの割り当て量をい
つでも自由に追加・変更できる」という特
性のほうを最大限に享受する使い方だ。
一般にはプライベートクラウドとも呼ばれ
ることも多い。ハードウェアの置き場所は、
自社のデータセンタやサーバルームでも、
外部データセンタのハウジング（場所貸
し）でもOK。最大のメリットは、その企業
ならではのニーズに合ったハードウェア
／ソフトウェアを使えることにある。

社会に変革をもたらすソリューション

2013年の市場予測と効果的な提案とは？
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■  2012年注目された商材

モバイルデバイス管理（MDM）
スマートフォンやタブレット端末から企業の重要データが流出するのを防止する製品。ネットワーク経由
のロック、データ消去、位置追跡などの機能が典型的。ユーザが勝手に組み込んだアプリを強制消
去する機能もある。

標的型攻撃対策ソリューション
標的型攻撃（APT）に対抗するためのセキュリティ製品。サンドボックス（疑似環境）で振る舞いを調べて
から添付ファイルを開くようにしたり、トラップドアが設置されるのを監視したりする方式の製品が多い。

電力対策ソリューション
電気事業法27条に基づく需給調整や電気供給約款に基づく計画停電に備えるソリューション。ハー
ドウェアの消費電力監視、タイマーによるオンオフ制御や充放電管理、仮想マシンを使った“片寄せ”
制御などの機能がある。

データ復旧ソリューション
バックアップしておいたデータから復元する方式のほか、変更点を小刻みに記録する継続的データ保護
（CDP）にも注目が集まった。破壊されてしまったディスクからデータを救出するサルベージサービスも知
られるようになる。

ストレージ仮想化
サーバに続く仮想化の対象としてストレージが浮上。方式や容量が異なる複数のストレージを一つに
束ねて管理し、単一の大容量ストレージとして使えるようにする製品が多数登場した。後からの追加・
継ぎ足しも自在にできる。

スマートデバイスを
安全に活用するために

急速に普及した
i P h o n e / i P a dや
Androidをビジネスで
セキュアに活用する
ためには、MDMが
必須といえる。

StorMagic SvSAN5.0

2012年12月、ネッ
トワールドから、仮
想ストレージソフト
ウェアの代表的な
製品「S t o r M a g i c 
SvSAN」の最新版
がリリースされた。



　このほか、データベースを格納する
ストレージだけを借りる「ストレージクラウ
ド」もメリットが分かりやすいクラウドサー
ビスだ。
　一方、「所有から利用へ」を重視す
る場合は、ハードウェアをホスティング
（賃借）する、仮想ハードウェアをIaaS

（Infrastructure as a Service）で
借りる、O Sとミドルウェア込みの仮想
ハードウェアをPaaS（Platform as a 

Service）で借りる、アプリケーションだけ
をSaaS（Software as a Service）で利
用する、のいずれかを選ぶことになる。
ハードウェアやソフトウェアが自前ではな
くなるので“かゆいところに手が届くよう
な”使いやすさは望めないものの、月末
や期末などのピーク時だけの増強がで
きるのは便利だ。

仮想デスクトップ基盤（VDI）／
シンクライアントソリューション

　PCのPCたる“ゆえん”は、内蔵ハード
ディスクにアプリケーションとデータを格
納できる点にある。しかし、タブレット端
末やスマートフォンの普及による脱PC化
の進行、社外に持ち出したデータが盗
難・紛失によって流出してしまう危険性、
災害やパンデミック時に従業員が自宅で
業務を続けられる業務継続性などの観
点から、仮想デスクトップ基盤（VDI）とシ
ンクライアントの組み合わせも現実的な
ソリューションとなってきた。
　このソリューションでは、サーバやクラ
ウドにアプリケーションとデータを格納し
ておき、さまざまなデバイスからネットワー
ク経由で利用させるといった形態をとる
ことになる。デバイスとしてはPC、シンク
ライアント、タブレット端末やスマートフォ
ンのいずれも使用可能。PCの場合も内
蔵ディスクに企業の重要データが格納
されてしまうことはないので安心だ。

　ただし、ネットワーク経由の利用なら
ではの危険性については十分に手当
をする必要がある。商談を進める際は、
VPNなどのセキュアな接続サービスや
多要素認証などの安全な認証システム
も含めた包括的なソリューションとして
提案する必要があるだろう。
　なお、このV D I相当の機能をク
ラウドサービスとして提供するD a a S

（Desktop as a Service）も注目のソ
リューションである。

データ保全ソリューション

　アプリケーションは再インストールや
買い直しができるが、失われたデータは
けっして元に戻せない――。
　この考え方に立ち、もっとも基礎的な
事業継続対策として普及させていきた
いのがデータ保全ソリューションだ。重
要データの控えを離れた場所に保管し
ておき、ハードウェア障害や災害が発生
したらその控えを使ってシステムの復旧
と事業の継続を図るのである。
　もっともお手頃なソリューションとなる
のが、磁気テープにデータをバックアッ
プして遠隔地に保管する方式。古くか
らあるやり方なので華やかさはないもの
の、確実かつ低価格であることが魅力

だ。月次処理のデータや各種のログの
保全には最適な方式である。
　より直近のデータまで保全する必要
がある業務システムには、離れた場所に
あるデータセンタ内のサーバやストレー
ジにバックアップするソリューションが適
する。どの時点のデータまで保全できる
かによって価格には大きな幅があるが、
一般の企業が使うのなら数分程度の遅
れ（保全漏れ）は許容してもよいだろう。
ストレージクラウドの多くも、この方式に
属する。

企業内ソーシャルソリューション

　Facebook、Twitter、LINEなどの
ソーシャルメディア／ソーシャルネット
ワークサービス（SNS）を企業の業務遂
行に活用しようとするのが、企業内ソー
シャルという考え方。BYOS（個人で契
約したサービスを社内で使用）への対応
としても、きわめて有効だ。
　企業内ソーシャルが一般のソーシャル
と異なるのは、完全にクローズドな世界
になっていること。他の企業や顧客／取
引先に内容を見られてしまうことはない
ので、新製品の企画・開発や価格政策
に関する話題も安心して書き込めるとい
う利点がある。
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■  2013年注目のキーワード

　ハードウェアの世界では、複数のサーバ、インターコネクト（サーバ間高速ネットワーク）、ストレー
ジ、OS、ミドルウェアなどを組み合わせてチューニングした「統合システム」の人気が徐々に高まっ
てきた。オープンシステムのコンセプトからは多少逸脱することになるが、特に高い性能が求めら
れる用途（DWH、BI、ビッグデータ解析など）には最適
のソリューション。単一ベンダーの製品を組み合わせ
てあるので、サービス／サポート面でも安心だ。
　業務アプリケーション周りでは、復興増税（所得税
と住民税）に伴う賃金計算システムのメンテナンスや
消費税の税率変更（2014年4月と2015年10月の予
定）に向けた準備が2013年のおもな作業項目となる。

国税庁のホームページでは、復興特別増税
に関する情報が公開されている

http://www.nta.go.jp
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物販はWindowsのリプレースを中心に展開

　販売開始後の数日で4 0 0万本（全
世界）の売上を達成したと言われる、
Windows 8。Windows 7の時よりも急速
に伸びていることから、IT業界の期待も高
まっている。
　ただ、企業ユーザの場合は現有PCの
リース期間満了に合わせてアップグレード
するのが一般的。Windows 8への移行は
数年をかけての長期プロジェクトになると
みるべきだろう。
　商談を進めるにあたっては、顧客が現
在使っているWindowsのバージョンを考慮
した提案をすることがきわめて重要だ。リー
ス期間と“人気”の関係から、現在市場に
もっとも多く残っているのはWindows XP

であり、Windows VistaとWindows 7は、
まだまだ少ない。Windows 7からのアップ
グレード（リプレース）を勧める場合は「残
存価値がまだ十分にあるのに……」という
顧客の思いに応えたオファリングが欠かせ
ない。
　一方、大多数を占めるWindows XP

ユーザに対しては、延長サポート満了日
（2014年4月8日）の喚起を行うとともに、
“Windows XPでなければ動作しないア
プリケーション”の救済策を示す必要があ
る。すでに販売終了になっているアプリ
ケーションについては、Windows 8に標
準装備されたHyper-Vの仮想マシン上で
Windows XP SP3を稼働させて対処する

のがよいだろう。ただし、この使い方は、ベ
ンダーは推奨していないため、注意が必
要だ。

タブレットとWindows 8の追加導入

　Windows 8の特長の一つは、タブレット
端末に似た使い方を全面的に取り入れた
こと。例えば、画面のタッチ、ピンチ、スワ
イプなどの操作だ。そこで、従来のPCとは
異なるジャンルのデバイスとして外出や出
張が多いビジネスマンに勧める戦術も有
効だ。
　まず、昨年10月に登場したWindows 

RTタブレット。デスクトップアプリケーション
（旧来のWindowsアプリケーション）を使
えないという弱点はあるが、Windowsとの
親和性が高いタブレット端末として絶大な
人気を集めている。
　さらに、2013年には普通のWindows 

PCと同じように使えるWindows 8タブレッ
トも登場する。価格はWindows RTタブ
レットに比べて少し高めにはなるものの、
PCとの親和性や性能面を重視する企業
にはベストの選択肢となることだろう。
　このほか、厳密にはタブレット端末では

ないが、Ultrabook PCの中にもタブレッ
ト端末として使える製品がたくさんある。
Ultrabook PCにはしっかりしたキーボード
がついているので、大量の文字入力も
楽々こなせることがポイント。長期出張な
どには、こちらのほうが使いやすいかもしれ
ない。
　2013年の物販はWindowsのリプレー
ス案件を中心に展開されることは間違い
ない。サポートの終了期間が迫っている

Windows XPからのリプレースでは、単な
る物販だけでなく、より投資に見合った効
果が得られるソリューションと組み合わせる
ことが、パートナー様のITビジネスを大きく
飛躍させるポイントとなる。大塚商会には、
エンドユーザ様の経費を見直し、企業を元
気にするITソリューションを豊富に取りそろ
えている。これらをご活用いただき、2013

年、パートナー様とともに発展できれば幸
いである。

Windows 8の導入予測

2013年は、旧Windowsからのリプレースに期待！ 
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Windows7とWindows8のどちらにせよ
2013年は、リプレースが見込まれている。

Windows 8のメリットをアピール

新規導入

リプレース

従来のタブレット

Windows 8搭載タブレット

Windows 8搭載タブレット

デスクトップパソコン

社内はデスクトップPC、
社外はタブレット

社内も社外も
1台のタブレットでOK！
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コラム　最新ITキーワード

最新ITキーワード
IT Keyword

多要素認証／2要素認証
【multifactor authentication（MFA）／two-factor authentication（TFA）】

コンピュータやネットワークのセキュリティ強化策として注目を集めているのが、複数の情報を使う多要素認証／
2要素認証の技術。電子証明書内蔵の認証トークンや生体認証装置などの製品がすでに登場している。

　コンピュータやネットワークのセキュリティは、アクセスしよ
うとする人をディレクトリ（登録簿）などで確かめる「ユーザ
認証」をその基礎に置いている。登録を確認できない場合
は、アクセスを拒否。登録されている場合も、その人に与え
られている権限レベルに基づいて、利用できる機能やアク
セスできるデータの範囲を制御するというのが定石だ。
　ただ、WindowsやLinuxなどの多くのOSで採用されて
いる「ID+パスワード方式」はけっして強力な仕組みとはい
えない。当てずっぽうでIDを入力してもパスワードが合致し
なければアクセスを拒否できるとはいうものの、少ない試
行回数で防御を破られてしまうことがあるからだ。
　多くのセキュリティ研究機関が発表している調査結果
によれば、「12345」「abc123」「qwerty」（キーボードの
英字最上段の左端からの並び）「password」といったパ
スワードの強度はゼロに等しいとのこと。悪意をもった侵
入者は、まず、このような「よくあるパスワード」から試してい
くからだ。また、辞書に載っているような英単語をパスワー
ドに使うのも非常に危険だ。コンピュータの高性能化にと
もなって認証サーバの処理速度が向上したため、辞書に
ある単語を端から順に試してみる総当たり攻撃法がかえっ
て容易になってしまったのである。
　このような背景から今注目を集めているのが、多要素認
証と呼ばれる技術だ。「多要素」とは、パスワード以外の
情報もユーザ認証に利用するということ。現在販売されて
いる製品やソリューションでは、2要素認証や3要素認証
に対応したものが多い。
　パスワードも含めて、ユーザ認証に使われる情報は
SYK、SYH、SYAの3種類に大別できる。
　SYKとはsomething you know（何を知っているか）の

こと。パスワードのほか、パスワードを忘れたときの「ヒント」
として使われる「母の旧姓」や「最初に飼ったペットの名
前」もSYKに分類される。費用はかからないものの、得ら
れるセキュリティレベルはそれほど高くないため、多要素／
2要素認証製品での採用例はほとんどない。
　製品での採用例が多いのは、something you have

（何を持っているか）を意味するSYHと、someth ing 
you are（どんな身体的特徴を持っているか）を意味する
SYAの2方式だ。このうち、SYHでは、複製が難しい電
子証明書を埋め込んだスマートカード（ICカード）や認証
トークン、内蔵時計によって刻 と々変わるワンタイムパス
ワード（OTP）を発生させるトークンなどの装置がおもに使
われる。IDとパスワードで仮ログインした後に、自分の携
帯電話／スマートフォンにメールで送られてきた第2のパ
スワードを入力するとログインが完了するという方式も、
SYHの一種といえよう。
　一方、SYAではバイオメトリックス（生体認証）技術を利用
してアクセスしようとする人が正当なユーザであるかどうかを
確認する。もっともよく知られているのは、モバイル機器や
現金自動預け払い機（ATM）で採用されている指紋や手の
ひらの静脈パターンなど。ノートPCでは顔画像、保安システ
ムでは虹彩（瞳）パターンや声紋なども使われている。
　多要素／2要素認証の製品やソリューションを提案す
るにあたっては、コストが適正で、本人拒否率（FRR）も他
人受け入れ率（FAR）も低く、使用者の利便性を損ねない
ことが重要だ。また、どのような認証方式にも弱点がある
ことを十分に説明したい。ユーザ認証だけに頼るのではな
く、その他の技術も利用した多段階のセキュリティの必要
性をとき、案件の採用につなげたい。
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Possibi l i ty  of  IT basic technology

進化する

IT基礎技術の可能性

　2012年9月、インテルが発表したAtom Z2760は、開
発コードネーム「Clover Trail」と呼ばれていた、Windows 
8タブレット用に開発されたS o Cである。S o Cとは、
System on a Chipの略で、1チップにシステムに必要な
機能を集積したものだ。通常、PCを構成するには、CPU
以外にチップセットと呼ばれるチップが必要になるが、
Atom Z2760は、CPUコアを中心にGPUやメモリコント
ローラー、各種インターフェースコントローラーなどが集積さ
れているため、あとはメモリチップとストレージなどを用意す
るだけで、PCの機能を実現できる。SoC化により、チップ
の数を減らすことができるため、消費電力の削減とコストダ
ウンに貢献する。また、マザーボードをよりコンパクトにでき
るというメリットもある。
　これまで、x86ベースのWindowsタブレットは、ARMベー
スのAndroidタブレットやiPadに比べて、バッテリー駆動時
間が短いことが欠点であったが、Atom Z2760では、新た
な省電力技術を搭載することで、消費電力を大幅に下げ
ることに成功しており、ARMベースの製品に負けない駆
動時間を実現できるようになった。その新たな省電力技術
が、S0ixと呼ばれる新たなシステム動作状態のサポートで
ある。Windowsが利用している省電力規格ACPIでは、シ
ステム動作状態をスリープ・ステイトとして規定しており、
S0がフル稼働状態、S1がスリープ状態、S3がスタンバイ
状態、S4が休止状態となる。Atom Z2760では、新たに
S0i1とS0i3という2つのステイト（その総称がS0ixである）
が追加されており、S0ステイトのまま、SoCの消費電力を
劇的に下げることが可能なのだ。S0i1では、CPUが非常
に消費電力の少ないC6ステイト（Deep Power Down）
に移行するだけでなく、GPUやビデオエンジンなども低消
費電力モードに移行し、消費電力を数mWに削減できる。
S0i1からの復帰時間はμ秒オーダーであり、利用者は低
消費電力モードに入っていることを意識せずに、そのまま
OSを使うことができる。S0i3ではさらにGPUやビデオエン
ジンへの電源供給も完全にカットするため、消費電力は数

μWまで低下する。S0i3からの復帰はm秒オーダーであり、
S0i1よりは時間がかかるが、いわゆるスリープ（メモリサス
ペンド）からの復帰に比べれば遙かに高速だ。
　また、S0ixのサポートは、バッテリー駆動時間を延ばすだ
けではなく、使い勝手も大きく向上させてくれる。従来の
x86ベースのシステムは、ARMベースのスマートフォンやタ
ブレットと異なり、スリープや休止状態からの復帰に時間が
かかることが弱点であったが、Atom Z2760搭載システム
なら、使わないときにはS0i3に移行させておくことで、電源
ボタンを押すだけですぐに使い始められるようになるのだ。さ
らに、Windows 8の32bit版では、Connected Stanbyと
呼ばれる新機能がサポートされている。Connected 
Stanbyは、システムをスリープ状態にしても、インターネット
との接続が維持される機能であり、こちらもS0ixのサポート
が前提となる。そのため、現状でConnected Stanbyを利
用できるのは、Atom Z2760搭載システムのみとなる。メイ
ンストリーム向けCPUであるCore iシリーズは、現時点では
S0ixをサポートしておらず、2013年前半登場予定の次世
代Core iシリーズ「Haswell」（開発コードネーム）まで待つ
必要がある。S0ixは、今後のx86プラットフォームの展開
の鍵を握る重要な機能であり、Atom Z2760は、その新機
能をいち早くサポートした先進的な製品といえるのだ。
Windows 8を搭載するピュアタブレットは、これから本格的
にリリースが始まる。製品の優位性を理解したうえで提案
し、案件獲得につなげたい。

ARMに負けない低消費電力を
実現した「Atom Z2760」とは？

レノボから登場したWindows 8タブレット「ThinkPad Tablet 2」。Atom Z2760を
搭載し、厚さ9.8mm、重量約570gの薄型軽量ボディを実現。

text by 石井英男
1970年生まれ。ハードウェアや携帯電話など
のモバイル系の記事を得意とし、IT系雑誌や
Webのコラムなどで活躍するフリーライター。


